
2024年

1/23(火)
13:30～16:00

受付開始 13:00

会場

対象者

定員

八代市役所市民交流エリア
多目的ホール
（熊本県八代市松江城町1-25）

経営者・管理者の皆さま
（1社で複数名の参加可）

50名（先着順）

右記QRコードからお申込みください。

2024年1/22（月）17:00まで
※定員になり次第、締め切りとさせていただく場合があります。

新1万円札の顔、渋沢栄一翁って？（2024年7月発行予定）

VUCAの時代に学ぶ 渋沢栄一翁

“論語と算盤”×SDGsカードゲーム

渋沢栄一翁は、江戸時代末期に農家の家に生まれ、幕末から明治時代にかけて活躍した実業家です。
幼い頃から家業を手伝い、学問を修め、尊王攘夷思想に傾倒します。しかし、高崎城乗っ取り・横浜外国人商館焼き討ちの計画を
断念し、一橋家に仕えるようになりました。
その後、欧州視察に随行し、先進的な技術や産業、社会制度を目の当たりにします。帰国後は、第一国立銀行の総監役（のちに
頭取）に就任し、民間人として経済による近代化に尽力しました。
生涯に約500もの企業に関わり、約600の社会公共事業・教育機関の支援や民間外交などにも貢献しました。渋沢栄一翁は、
「儲けのみを求めるのではなく、世のため人のために働いて儲ける、つまり公共の利益を追求することで、皆が幸せになり、ひいては国が
豊かになる」という「道徳経済合一説」を唱えました。この思想に基づき、経済活動を通じて社会に貢献することを生涯の信条としました。
渋沢栄一翁の講演録が“論語と算盤（そろばん）”です。

参加
無料

Mail：kikaku@city.yatsushiro.lg.jp

主催 ／ 八代市 協力 ／

お問合せ ／八代市 企画政策課 TEL：0965-33-4104

先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態を意味する「VUCA（ブーカ）」。IT技術の進展や新型コロナウイルスの

影響により「VUCAの時代」と呼ばれる現代において、渋沢栄一翁が100年以上も前に残した“論語と算盤”には、今後

企業が存続・繁栄していくために不可欠なSDGsを実践するためのヒントが詰まっています。

“論語と算盤”の教えと「SDGsカードゲーム」を通じて、楽しく交流しSDGsを理解・体感しましょう！

企業向けSDGsワークショップ

“論語と算盤”は現代版SDGs⁉

そ ろ ば ん



ファシリテーター紹介

ワークショップイメージ
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